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令和 8 年 8 月１日 

 

生活創生学部 フードマネジメント学科 

「食品加工学・調理学分野」専任教員の公募 

 

１. 職名・人員 准教授、講師または助教 1 名 

 

２. 所属 生活創生学部フードマネジメント学科 

 

３. 専門分野 食品加工学・調理学 

 

４. 担当予定科目 調理学、食品加工学などの講義、調理系および食品加工・開発実

習、基礎ゼミ、PBL 総合実践演習Ⅰ、Ⅱ等の実習・演習、インタ

ーンシップ、卒業研究 

 

フードマネジメント学科は、地域食資源の生産、加工、流通及び販

売に至る「フードシステム」や食品成分・食品衛生等の食に関わる

「科学」の知識と技術を基礎に、食の加工・開発から食の安全性・

機能性の確保、そして食の流通や販売等の提供サービスに至る食

産業を総合的にプロデュースできる人材育成を目指しています。 

今回の公募では特に、調理学や食品加工学を基盤として、地域の

食材の特性を活かした調理・加工技術を探究したり、新たな商品

の開発や販売等に実践的に関わったりアドバイザーとして携わっ

たりした方の応募を歓迎いたします。 

５. 採用予定年月日 令年 9 年 4 月１日 

 

６. 応募資格 １. 修士以上の学位を有するか、それと同等以上の研究業績を有す

ると認められる方 

２. 上記専門分野に関する研究業績を有していることが望ましい 

３. 調理師免許を持つ方か取得の意思のある方が望ましい 

４. 本学の建学の精神および教育目的を理解し、教育、研究に熱意

と誠意を持って従事できる方 

５. 学生の教育や大学の運営に熱心に取り組める方 

６. 地域・社会貢献に意欲を持っている方 

 

７. 雇用条件 (1) 常勤（試用期間を 6 か月とする） 

(2) 給与については、学校法人柴田学園職員給与規定を適用する。 

(3) 採用後の労働条件については、当学園の定める規定による。 
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８. 提出書類 (1) 履歴書（本学園所定の様式）  

高等学校卒業以後の履歴・学歴・職歴・研究歴等を明記のこと

（顔写真添付）。 

(2) 教育研究業績書（本学園所定の様式）  

教育研究業績書に記載した著書・論文等の主要 3 点について、

別刷あるいはコピーのいずれかを添付して下さい。 

(3) 教育研究業績要旨(様式自由)  

教育研究業績書に添付した著書・論文等の主要 3 点について、

それぞれの要旨を 400 字以内にまとめたもの。 

(4) これまでの教育研究活動と採用後の教育および研究活動に対

する抱負（A4 版 1600 字以内） 

(5) これまでの外部資金獲得申請・状況等一覧（本学園所定の様

式）  

(6) 電子データ[（1）～（5）のデータを収納した CD または USB

メモリーなど] 

※（1）、（2）、（5）の様式は，柴田学園大学ホームページ 

https://univ.shibata.ac.jp/ からダウンロードして作成して

ください。 

※（1）～（5）は印刷物 1 部を作成して送付してください。 

９. 応募締切日 令和 8 年 10 月 30 日（金） 必着 

 

10．応募書類提出先 〒036-8530 青森県弘前市清原 1-1-16 

柴田学園大学  学長 宛 

※封筒の表に「教員（食品加工学・調理学分野） 応募書類在中」

と朱書し、 簡易書留、レターパック、EMS、その他法令で認めら

れる送付方法により、送付記録の残る方法で送付してください。 

なお, 応募書類は原則として返却しません。ただし, 返却ご希望の

場合は、着払い伝票に返送先を明記の上、ご同封ください。 

 

11．問い合わせ先 柴田学園大学 事務局（庶務課） 

E-mail：univ_jimu@shibata.ac.jp 

TEL：0172-33-2289 

FAX：0172-33-2486 

 

12．その他 (1) 選考の過程で上記以外の書類の提出を求めることがありま

す。 
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(2) 個人情報保護のため、応募書類に記載された個人情報は，選

考及び採用以外の目的には使用しません。また、応募の秘密

は厳守します。 

(3) 第一次選考：書類選考、第二次選考：面接（模擬授業を課す場

合があります。）を行います。第二次選考の際の、交通費、宿

泊費等は応募者の負担といたします。 

 


